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要　

旨

　

神
社
祭
礼
の
後
に
は
直
会
と
称
す
る
神
と
共
食
の
事
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
神
前
に
供
え
ら
れ
た
品
々
を
撤
下
し
て
頂
く
の
で

あ
る
。
故
に
、
神
前
に
供
進
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
獣
肉
が
直
会
の
場
に
出
る
こ
と
は
稀
と
な
る
。

　

一
方
、
近
年
の
結
婚
披
露
宴
で
は
、
獣
肉
は
当
然
の
様
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
体
何
時
の
頃
か
ら
の
風
潮
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
初
期
に
肉
食
は
解
禁
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
結
婚
披
露
宴
に
出
て
も
何
程
も
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
確
認
の
為
に
、
敢

え
て
資
料
一
点
を
開
示
す
る
。

　

ま
た
、
皇
族
・
宮
家
・
華
族
等
に
属
さ
ぬ
人
々
の
晴
儀
の
食
事
の
実
質
を
知
る
為
の
資
料
で
あ
る
。

　

食
材
の
把
握
は
、
風
俗
文
化
史
の
一
面
を
知
る
大
き
な
鍵
で
あ
る
。
か
か
る
立
場
か
ら
資
料
を
開
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

女
子
大
國
お　

第
百
五
十
九
号　

平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日

〔
資
料
紹
介
〕

　
『
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姻
献
立
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（
明
治
廿
六
年
）

八　

木　

意

知

男
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キ
ー
ワ
ー
ド

　

婚
姻
献
立
帳　

資
料
紹
介　

鯛
中
心　

大
根
・
牛
蒡
中
心　

本
膳
料
理

　
　

は
じ
め
に

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
肉
食
は
公
式
に
解
禁
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
人
々
は
徐
徐
に
肉
食
を
日
常
化
さ
せ
て
行
き
今
日
に
至
る
、

と
説
明
さ
れ
る
。
で
は
、
一
般
庶
人
の
人
生
儀
礼
就
中
婚
儀
披
露
宴
に
獣
肉
が
登
場
す
る
の
は
何
時
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
曾
て
の
婚
儀
披
露
宴
は
極
め
て
重
い
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
地
位
や
地
域
性
・
家
職
等
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
て
い
た
向
き
が
見

う
け
ら
れ
る
。
当
然
、
そ
の
場
に
供
さ
れ
る
料
理
も
「
何
で
も
自
由
に
」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
最
小
に
見
繕
っ
て
も
褻
を
去
る
努
力
は

必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
問
題
は
江
戸
期
も
明
治
期
も
大
き
な
変
化
は
無
か
っ
た
と
思
量
さ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
実
際
は
定
か
に
な
い
。
そ
れ
は
資
料
不
足
を
大
き
な
因
と
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
資
料
と
し
て
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
『
婚
姻
献
立
帳
』
（
地
域
不
明
）
一
点
を
開
示
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
で
実
態
が
明
白
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
該
資
料
を
見
る
限
り
、
肉
食
解
禁
か
ら
二
十
年
を
閲
し
て
な
お
獣
肉
は
こ
こ
に
な
い
の

で
あ
る
。
褻
を
去
っ
た
結
果
で
あ
る
の
か
否
か
は
不
明
乍
ら
、
風
俗
文
化
史
の
一
齣
で
あ
る
。
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一

　

紹
介
す
る
資
料
は
、
縦

245
粍
×
横

170
粍
に
楮
紙
を
二
ッ
折
り
と
し
、
紅
白
水
引
き
を
仕
付
け
と
す
る
。
全
十
九
葉
、
内
墨
付
十
二
葉
。

　

表
紙
と
す
る
第
一
葉
に
は
打
ち
付
け
書
き
に
て

　
　

明
治
廿
六
年
正
月

　
　
　

婚
姻
献
立
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
巻
要
吉

と
あ
る
が
、
「
小
巻
要
吉
」
の
在
所
や
閲
歴
等
は
一
切
不
詳
。
虫
入
。
個
人
蔵
。

　

当
該
資
料
は
、
内
容
的
に
四
つ
に
区
分
さ
れ
得
る
。
そ
れ
は

　

一
式
飾
り

　

二
宴

　

三
女
中
客

　

四
小
供
客

で
あ
る
。

　

な
お
、
活
字
化
す
る
に
あ
た
り
、
異
体
字
や
漢
字
は
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
が
、
ほ
ぼ
資
料
の
姿
と
し
た
。
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二　
『
婚
姻
献
立
帳
』
翻
刻

　
　

一
生
ノ
松

　
　

一
熨
斗

　
　

一
高
盛

　
　

一
銚
子

　
　

一
御
盃 

」
1オ

　
　
　

田　

作

　
　

一
三
木
牛
蒡

　
　
　

粉
ふ
き
豆

 

一
吸
物 

ひ
れ

　
　

一
立
花 

」
1ウ

　
　
　

座　

附

　
　
　
　
　
　

 

魚

　
　

一
寿　

し 　

丸
づ
け

玉
子
づ
し

 

一
吸
物 

切
み

餅
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ぎ
ん
な
ん

百　

合

　
　

一
む　

し 

し
ん
菊　

き
く
ら
げ

　
　
　
　
　
　

 
焼　

魚

　

切
み 

」
2 オ

　
　
　

本　

膳

　
　

一
皿 

白
が
大
根

ゑ　

び

 

一
汁  

青　

味　

つ
み
い
れ

　
　

一
坪 

す
し 
一
飯 

」
2ウ

　
　

御
盃

　
　

一
平 

つ
く
ね
芋

湯　

葉　

立　

浪

　 

一
焼
物 

鯛

　
　

一
猪
口 

う
れ
し
の

魚
青
あ
ゑ

い
ち
こ

 
」
3 オ

　
　

一
吸
物 

う
ど

切
味
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一
茶
碗    

水
ぜ
ん
じ
の
り

く
わ
い　
　
　

山　

芋　
　
　

に
ん
じ
ん　
　

ゆ
き
わ　
　

　
　
　
　
　
　

    

海
素
麺　
　

か
つ
ら
大
根

き
ん
し
ゆ
ば

か
う
た
け　

　
　

一
さ
し
み    

　
　
　
　
　
　

    

生
々
の
り

高
さ
ご　

平
づ
く
り

細
づ
く
り

 

」
3ウ

　
　

一
台
引 

切
だ
し

鯛　
　
竹
の
子

 

御
盃

 

一
吸
物 

ふ
き
の
と
う

　

鯛　
　
　

　

ふ
く
さ　

　
　

一
硯
蓋    

み
か
ん　

ゑ
び　
　

高
野
豆
腐

牛
蒡　
　

小
い
た

 
」
4 オ

　
　

一
小
皿 

た
こ （（

（
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一
吸
物    

せ
ん
ぎ
り
牛
蒡

鳥　
　
　
　

　
　

一
菓
子
椀    
玉
川
麩 

し
い
た
け

有
へ
い

 

」
4ウ

　
　

御
盃

　
　

一
む
し
り 

鯛 
一
御
茶

　
　

一
ひ
た
し 

一
菓
子 

」
5オ

　
　

正
月
十
八
日
十
時

　
　
　
　

女 

中 

客

 

」
5ウ

　
　
　
　
　

    

猩
々
の
り

白
が
大
根

海
素
麺　

　
　

一
生
盛    

き
ん
し
湯
葉

高
砂　
　
　

さ
か
な　
　

細
づ
く
り

 

一
汁 

青
味　
　

つ
み
い
れ

（ （

（
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一
坪 
白
玉　
　
　

　

あ
ん
か
け 

一
飯

 

」
6 オ

　
　

御
盃

　
　

一
平    

干
瓢

牛
蒡

立
浪

 

一
焼
物 

鯛

　
　

一
猪
口    

う
れ
し
の

さ
か
な　

　

白
あ
ゑ

 

」
6ウ

　
　

一
吸
物 

う
ど　

　

切
み

 

一
茶
碗    

ゆ
き
わ　

山
い
も　

高
野
豆
腐

に
ん
じ
ん

青
み　
　

　
　

一
盛
合    

さ
か
な

有
へ
い

竹
の
子

 

」
7オ

（

（（
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御
盃

　
　

一
硯
蓋    

焼　

芋　
　

き
ん
か
ん　

ふ
き
の
と
う

小
い
た　
　

牛　

蒡　
　

 

一
小
皿 

た
こ

　
　
　
　
　

ね
ぎ

　
　

一
吸
物    

半
ぺ
ん

ふ
く
さ

 

」
7ウ

　
　

一
菓
子
椀    

湯　

葉　

つ
く
ね
芋

玉
川
麩　

し
い
竹　

し
ん
じ
よ

 

御
盃

 

一
む
し
り 

鯛

　
　

一
吸
物    

と
り

牛
蒡

 

」
8 オ

　
　

一
ひ
た
し 

」
8ウ

（ （ （
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正
月
拾
八
日
昼
前

　
　
　
　

小
供
客 

」
9ウ

〈図〉第 9丁表複写
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一
皿 
白
が
大
根

海　

老　

 

一
汁 

か
ぶ
ら

豆　

腐

　
　

一
坪 

白
玉　
　
　

　

あ
ん
か
け 

一
飯 

」
10オ

　
　

一
平    

干　

瓢　

牛　

蒡　

し
ん
じ
よ

 
一
吸
物 

鯛

　
　

一
盛
合 

み
か
ん

す
し　

さ
か
な

 

」
10ウ

　
　

一
菓
子
椀    

赤
い
た

山
い
も

玉
川
麩

ゆ
ば　

百
合　

　
　

一
ひ
た
し 

」
11オ

（
（
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三　

食
材
と
献
立

　

紹
介
資
料
の
内
容
は
如
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
主
立
っ
た
食
材
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
順
不
同
で
あ
り
、

全
て
の
食
材
を
掲
げ
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
取
り
敢
え
ず
漢
字
表
記
し
て
お
く
。

　
〔
野
菜
・
果
実
類
〕

　

葍
ダ
イ
コ
ン（

萊
菔
・
大
根
・
蘿
蔔
）　

胡ニ

ン

ジ

ン

蘿
蔔
（
人
参
）　

独ウ

ド活　

銀ギ
ン

杏ナ
ン　

百ユ

合リ

根ネ　

蕪カ

ブ

ラ菁　

牛ゴ

ボ

ウ蒡
（
午
旁
）　

仙ツ
ク
ネ
イ
モ

掌
薯　

薯ヤ
マ

蕷イ
モ

（
山
芋
）　

慈ク

ワ

イ姑

　

蕗
フ
キ
ノ
ト
ウ

薹　

筍
タ
ケ
ノ
コ（

竹
子
）　

葱ネ
ギ　

干
カ
ン
ピ
ョ
ウ

瓢　

新シ
ン

菊ギ
ク

（
春
菊
）　

青ア
オ

菜ナ　

金キ
ン

柑カ
ン　

蜜ミ

柑カ
ン

　
〔
蕈
類
〕

　

木キ

耳ク
ラ
ゲ

　

革コ
ウ

茸タ
ケ　

椎シ
イ

茸タ
ケ

　
〔
魚
介
類
〕

　

鯛タ
イ　

章
魚
（
蛸
・
鮹
）　

海エ

老ビ

（
鰕
）　

鰭ヒ
レ　

鰯
イ
ワ
シ　

　
〔
魚
介
加
工
品
〕

　

田タ

作ツ
ク
リ

　

蒲カ
マ

鉾ボ
コ　

竹チ
ク

輪ワ　

摘ツ
ミ

入イ
レ　

熬イ

海リ

鼠コ

　
〔
海
藻
類
〕

　

海ウ
ミ

素ゾ
ウ

麺メ
ン　

水ス
イ

前ゼ
ン

寺ジ

海ノ

苔リ　

猩
シ
ョ
ウ

々
ジ
ョ
ウ

海ノ

苔リ

　
〔
肉
・
玉
子
類
〕

　

鳥
肉　

玉
子

　
〔
豆
加
工
品
類
〕
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豆
腐　

高
野
豆
腐　

湯
葉

　
〔
小
麦
粉
加
工
品
類
〕

　
　

麩

　

以
上
の
如
く
挙
げ
て
見
る
と
野
菜
の
類
が
多
く
、
動
物
系
の
食
材
が
少
な
い
と
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
『
続
飛
鳥
川
』
（
文
化
七
年
刊
）

の
次
の
言
が
参
考
と
な
る
。

只
、
食
物
の
結
構
な
る
事
と
、
売
れ
る
事
、
今
よ
り
増
さ
る
こ
と
、
よ
も
有
る
ま
じ
。
昔
は
奢
が
ま
し
き
事
少
く
も
な
く
、
三
度
の

食
事
に
菜
も
な
く
、
汁
、
香
の
物
ば
か
り
也
。
五
節
句
に
は
大
に
奢
り
て
、
牛
蒡
、
人
参
の
類
を
煮
て
食
ひ
し
に
、
今
は
平
生
の
菜

の
物
に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
五
節
句
の
方
大
に
わ
ろ
し
。
然
ら
ば
昔
の
諸
色
高
値
か
と
思
へ
ば
菜
は
貳
把
で
三
文
、
下
駄
の
鼻
緒
も
二
足

三
文
の
よ
し
。
か
ゝ
る
下
値
な
る
も
の
さ
へ
求
め
ざ
り
し
、
今
の
風
俗
と
大
に
違
へ
り
。

○
漢
字
は
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
。

○
私
に
句
読
点
を
加
え
た
。

と
あ
る
が
、
晴
と
褻
の
差
が
根
菜
類
重
視
か
否
か
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
紛
れ
も
な
く
晴
の
食
材
が
揃
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
言
う

迄
も
な
い
が
五
節
句
は
「
晴
儀
」
で
あ
り
、
婚
儀
も
ま
た
晴
儀
と
考
え
る
故
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
肉
類
は
少
な
い
と
も
言
い

得
る
。
獣
肉
類
も
解
禁
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

鯛
は
本
席
の
主
役
で
あ
り
、
本
膳
の
焼
物
、
台
引
、
吸
物
、
等
様
々
に
使
用
さ
れ
る
。
而
し
て
、
式
の
「
一
吸
物 

ひ
れ
」
と
あ
る
も
の

も
鯛
鰭
の
可
能
性
が
高
い
。
鯛
の
鰭
を
炙
り
、
日
本
酒
熱
燗
に
浸
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
膳
「
一
猪
口 

う
れ
し
の
」
と
あ
る
物
は
、

鯛
を
三
枚
に
お
ろ
し
、
そ
れ
を
削
ぎ
切
り
に
し
て
醤
油
に
漬
け
、
葱
・
胡
麻
な
ど
を
か
け
た
上
に
熱
い
茶
を
注
い
で
食
す
る
。

　

同
じ
「
一
猪
口
」
に
「
青
和
え
」
と
あ
る
は
、
煎イ

リ

コ

海
鼠
を
戻
し
て
味
噌
で
煮
込
み
、
青
豆
を
茹
で
て
つ
ぶ
し
た
も
の
と
混
ぜ
あ
わ
せ
た

（　
　
　
　
　
　
　

）
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も
の
。
海
鼠
は
日
本
で
は
主
に
マ
ナ
マ
コ
（A

postrich
opu

s 

japon
icu

s
）
が
食
用
と
さ
れ
、
生
体
と
乾
燥
体
と
が
あ
る
。
煎

海
鼠
（
中
華
料
理
で
は
「
海
参
」
と
称
す
）
は
海ナ

マ

コ鼠
を
煮
て
乾

し
た
も
の
で
、
特
に
奥
州
金
華
山
島
産
は
「
金キ

ン

コ

海
鼠
」
と
称
さ

れ
珍
重
さ
れ
た
（
『
毛
吹
草
』
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
）
。
海
鼠
の

腸
を
塩
辛
に
し
た
も
の
を
「
海コ

ノ

ワ

タ

鼠
腸
」
（
『
延
喜
式
』
）
、
卵
巣
を

干
し
た
も
の
を
「
海コ

ノ

コ

鼠
子
」
と
呼
び
あ
る
い
は
「
干ヒ

グ

チ

コ

口
子
」
と

呼
び
銀
と
等
価
と
も
さ
れ
た
。
正
月
の
雑
煮
に
煎
海
鼠
を
用
い

る
地
域
は
極
め
て
多
い
。

　

海
藻
類
の
中
で
水
前
寺
海
苔
は
淡
水
産
。
清
水
が
湧
く
池
や

川
等
に
生
え
、
「
川カ

ワ

茸タ
ケ

・

寿
コ
ト
ブ
キ

海
苔
」
と
呼
ぶ
。
乾
燥
さ
せ
た
も

の
を
水
に
も
ど
し
て
刺
身
の
つ
ま
や
吸
い
物
・
佃
煮
等
と
す
る
。

　

海ウ
ミ

素ゾ
ウ

麺メ
ン

は
紅
藻
類
の
海
藻
、
冬
か
ら
初
夏
に
か
け
て
潮
間
帯

岩
上
に
生
育
。
塩
蔵
・
灰
干
と
し
、水
に
も
ど
し
て
刺
身
の
つ
ま
・

汁
の
実
・
膾
と
す
る
。
索
麺
の
食
感
と
極
め
て
近
い
と
さ
れ
る

（
『
本
朝
食
鑑
』
）
。

　

猩
々
海
苔
も
紅
藻
類
。
「
猩
々
毛
海
苔
」
の
事
で
能
や
歌
舞

伎
の
『
猩
々
』
を
連
想
し
て
か
く
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
等
の
類
は

●ウミゾウメン

　Nemalion vermiculare

枝がない
ものが多い

長さ 5 ～ 20㎝
太さ 2㎜

やわらかく、
ぬるぬるする

〈
図
〉
海
藻
三
点　
（
学
習
研
究
社
二
〇
〇
四
年
版
『
日
本
の
海
藻
』
に
拠
る
）

●スイゼンジノリ

　Aphanothece sacra

寒天質の
かたまり
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下
の
如
き
姿
の
も
の
で
あ
る
。

　

革
茸
は
暗
褐
色
を
し
た
漏
斗
形
で
、
外
部
に
細
毛
が
密
に
生

え
獣
皮
に
似
る
。
故
に
こ
れ
を
「
革カ

ワ

茸タ
ケ

」
と
称
す
。
こ
れ
を
少

し
日
に
干
す
と
香
気
を
お
び
る
。
こ
こ
で
「
香
茸
」
と
な
り
、

味
と
香
が
最
良
の
商
品
と
謂
わ
れ
る
。

　
　

四　

献
立
概
観

　

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
三
月
発
行
の
『
別
冊
太
陽
』

誌
は
「
婚
礼
」
特
集
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
金
津
滋
氏
の
「
出
雲

婚
礼
諸
事
留
」
が
載
る
。
婚
礼
献
立
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
婚

姻
時
期
は
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
四
月
初
旬
。
出
雲
市

の
豪
農
旧
家
の
婚
礼
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
や
は
り
獣
肉

は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
的
に
は
本
稿
で
紹
介
す
る
と
こ

ろ
と
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
両
者
共
に
雑
煮
を
中
心
に
し
た
饗
応
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
肉
食
解
禁
は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
に

な
る
。

　

た
だ
し
、
流
石
に
特
産
品
た
る
海
素
麺
は
出
雲
の
婚
礼
膳
に
必
ず
使
用
さ
れ
る
か
。

●ショウジョウケノリ

　Polysiphonia senticulosa

高さ  6 ～ 15㎝以上

からだの上方の小枝は細かく
二叉分枝、または両側に
枝をだす

叉状または互生に
小枝をだす

糸状で
やわらかい

おし葉は
褐色か黒色



〔
資
料
紹
介
〕
『
婚
姻
献
立
帳
』
（
明
治
廿
六
年
）
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お
わ
り
に

　

明
治
二
十
六
年
当
時
、
婚
姻
は
晴
儀
で
あ
っ
た
。
故
に
、
そ
の
場
で
食
さ
れ
る
食
品
も
晴
儀
に
相
応
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　
　

章
魚
婚
姻 

│ 
タ
コ 
│ 

多
子

　
　

大
根 

│ 

ダ
イ
コ 

│ 
大
子

　
　

海
素
麺 

│ 

ウ
ミ
ゾ
ウ
メ
ン 
│ 
産
相
面

等
と
い
う
が
如
き
が
そ
の
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
金
津
滋
氏
紹
介
の
出
雲
の
例
が
同
一
食
材
を
多
く
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ

得
る
。

　

ま
た
、
「
座
附
」
の
「
一
吸
物
」
は
雑
煮
の
事
と
思
量
さ
れ
る
が
、
祝
儀
の
晴
の
膳
に
雑
煮
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
。

　

明
治
初
期
に
肉
食
解
禁
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
を
経
て
も
婚
姻
献
立
へ
は
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
に
晴

と
褻
の
差
を
見
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
婚
儀
は
古
い
風
を
残
し
て
い
た
。
婚
儀
が
変
化
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
披
露
宴
が
家
の
外
に

出
る
必
要
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
ホ
テ
ル
等
で
あ
る
。

（
本
学
名
誉
教
授
）


